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自己紹介

古垣 智裕 (ふるがき ともひろ) 

New Relic 株式会社 技術統括コンサルティング部  

ソリューションコンサルタント 

 

前職でクラウドアーキテクトとセールスエンジニアを験経。商談から設計/開発/運用ま

で一貫した経験を活かして、現在は主にメディア業界向けにオブザーバビリティのソ

リューションを提供している。

2019 年AWS APN Top Engineersを受賞。 

好きなNew RelicサービスはNRQL。
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少数組織で大規模サービスを開発するために

何が重要でしょうか？
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少数組織で大規模サービスを開発するために

高速に回して開発！
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DevとSREが自律的に協業して高速にサービスを開発

Dev SRE
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回せなかった時のインパクトは少数の方が大きい。

Dev SRE

!!
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少数組織で大規模サービスを開発するために

”コケず”に高速に回して開発！
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障害物を発見/対処し、全力で走れる（開発できる）
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障害物を発見/対処し、全力で走れる（開発できる）

少数組織だからこそ
素早くリアルタイムに
障害物に対応できるためには？
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障害物を発見/対処し、全力で走れる（開発できる）

データを活用することで
障害物を特定する！
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アプリケーション

インフラ

ネットワーク

ブラウザ/モバイル

顧客体験

障害物はどこでも発生し見えにくいもの

なんか遅い！

エラー発生！
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アプリケーション

インフラ

ネットワーク

ブラウザ/モバイル

顧客体験

プロダクトを計測しデータから障害物を特定
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ここから聞ける話
TVerのSRE加我さん、 Devの内海さんから以下のような実例をお話しいただきます。

DevとSREの役割(ロール)別に大規模開発における、
プロダクトの計測とそのデータの活用に関する取り組みをお話しいただきます。

● Role & Responsibility (DevとSREの職能横断)
● モニタリングの刷新とサービス改善の取り組み
● 大規模開発におけるエラートリアージ、ボトルネックの解消
● リリース後の改善活動



少数組織で開発する大規模サービス 

株式会社 er / 加我 貴志 ( E) 

株式会社 er / 内海 恵介 (Backend) 
 

2022/07/21 
Developers ummit 2022 ummer 



こ セッションについて 

本日お話すること 

● erリニューアルにおけるモニタリング改善 

● 少人数で開発と改善を行うため  

ew elic活用方法 



自己紹介 

・加我 貴志 (@ A A_0411)  

・株式会社 er 

　サービス事業本部 E 

・趣味 サウナとゲームと uber 

・ホームサウナ 溝口温泉 喜楽里 



アジェンダ 

● er 紹介 

● サービスリニューアルについて 

● リリース準備編 

● リリース後 改善 

● まとめ 



アジェンダ 

● er 紹介 

● サービスリニューアルについて 

● リリース準備編 

● リリース後 改善 

● まとめ 



er 紹介 



er 紹介 

[ er] 2022 年 3 月 動画再生数が 2 億 5 千万回/月を突破! 

https://tver.co.jp/news/20220426-1.html 

https://tver.co.jp/news/20220426-1.html


er 紹介 

er  

技術スタック 



er 技術スタック 

※フロントエンド、 アプリ、モバイルアプリケーション  

外部 協力会社 お世話になっております 



er 紹介 

er  

インフラストラクチャ 



er インフラストラクチャ 

Webサービスとして TVerや
番組連動システム等で
稼働しているマイクロサービス



er ( ebサービス) インフラストラクチャ 



アジェンダ 

● er 紹介 

● サービスリニューアルについて 

● リリース準備編 

● リリース後 改善 

● まとめ 



サービスリニューアルについて 



サービスリニューアルについて 

[ er] テレビコンテンツ 視聴体験や広告体験 向上を目指す 「 er ID」 提供を開始 

https://tver.co.jp/news/20220404-1.html 

https://tver.co.jp/news/20220404-1.html


サービスリニューアルについて 

システム 変更点 

● インフラ 内製化 

● バックエンド 刷新 

● モニタリング 刷新 



サービスリニューアルについて 

システム 変更点 

● インフラ 内製化 

● バックエンド 刷新 

● モニタリング 刷新　←今回 ここ 話 

リニューアルを機に 

ew elic neをフル活用 



モニタリング 刷新 

モニタリング 刷新 

● 責務 整理 

● 導入する機能 取捨選択 

● ダッシュボードとデータ 活用 



モニタリング 刷新 

モニタリング 刷新 

● 責務 整理 

● 導入する機能 取捨選択 

● ダッシュボードとデータ 活用 



モニタリング 刷新 

Before (〜2021年12月) 

「 ew elicを 片手間 で見る がつらい！」 

Backend  情シス インフラ 
New Relic
周り 対応

New Relic
周り 対応

New Relic
周り 対応

API 開発 Fargate検証

負荷テスト

アカウント設
計と整備

コスト試算お
よ 契約

各部署から
問い合わ

せ対応

チューニング

CI/CD整備要件整理

アプリやフロン
トエンドと 調
整

インフラ構築と
CDK周り 整
備



After (2022年1月〜) 

モニタリング 刷新 

E (私) 

New Relic周り タスク
まるごと引き受けます

みんな 

じゃあリードよろしく！
他 タスク進める



最近 

モニタリング 刷新 

Backend  E 

ダッシュボードで
こんなメトリクスが見たい
んだけど〜

こ 場合に アラート
飛 して欲しいよ

やりたい事を遠慮せずに相談・実現できる体制へ 

○○という値をキーにして
エラーを調査したい
と思ってるわけよ

やります



モニタリング 刷新 

モニタリング 刷新 

● 責務 整理 

● 導入する機能 取捨選択 

● ダッシュボードとデータ 活用 



モニタリング 刷新 

101 ew elic ne 入門 

https://newrelic.com/jp/resources/presentations/nru101_20211027 

https://newrelic.com/jp/resources/presentations/nru101_20211027


モニタリング 刷新 

自分 理想 

● E を全て満たしたい 
○ etrics, Events, ogs, races 

● エラー調査 ために races(A )

を導入したい 



モニタリング 刷新 

現実 

● ew elic Go Agent(A ) 導

入が若干面倒 

● A オーバーヘッドが不安 

● pprofで良くない？ 

● っていうか今必要なんだっけ？ 

リリースまであと2ヶ月・・・ 



モニタリング 刷新 

とりあえず ew elic Go Agent を 

必要最小限 箇所にだけ導入した 



モニタリング 刷新 



モニタリング 刷新 

Dev (Backend)　　 ps ( E) 

導入結果 

● Echo Integrationを設定するだけ

で大幅に可視化できた 

● エラー発生時 トリアージが 

可能になった 

● 最小限 労力で最大 効果を得

ることができた 



モニタリング 刷新 

少数組織 × ew elic ne 

● 機能が豊富でオールインワン 

● 導入 ハードルが低い 

● ドキュメント・サポート・コミュニティが充実 

● とりあえず導入するだけで大幅に可視化できる 

導入・運用 コストが最小限で済んだ 



モニタリング 刷新 

モニタリング 刷新 

● 責務 分割 

● 導入する機能 取捨選択 

● ダッシュボードとデータ 活用 



モニタリング 刷新 

クライアント 同時接続数やクラッシュ率 メトリクス 



モニタリング 刷新 

週1でモバイルアプリ クラッシュやネットワークエラーを調査し、広く社内に共有 



モニタリング 刷新 

ダッシュボードとデータ 活用 

● 必要なメトリクスでダッシュボードを整備 

● フロントエンドからバックエンドまでカバー 

● エラー傾向を調査して社内に共有 

● A I 改善にA を活用 



自己紹介 

・内海 恵介 (@voidofglans)  

・株式会社 er サービス事業本部 　

リードエンジニア 

・好きなも :炭火で焼いたホルモン 

・奈良在住 遠隔勤務中 

・ FC埋め込んだりする が好き 



アジェンダ 

● er 紹介 

● サービスリニューアルについて 

● リリース準備編 

● リリース後 改善 

● まとめ 



リリース準備編 

● フェーズによって ew elic 使い分け 

● 少人数でスピード感を落とさないために 

● パフォーマンス・チューニング/負荷対策 



リリース準備編 

● フェーズによって ew elic 使い分け 

● 少人数でスピード感を落とさないために 

● パフォーマンス・チューニング/負荷対策 



フェーズによって ew elic 使い分け 

A 導入後 リリースまで フェーズ 

● 2ヶ月前 

● 1ヶ月前 

● 2週間前 

 



フェーズによって ew elic 使い分け(2ヶ月前 

● やるべきこと バグ潰し 

● 主に利用した機能 
○ Errors Inbox 

○ Errors 

○  

● 4xx/5xx系エラー 内容を分析 
○ 4xx: クライアントが想定していないパラメータがないか 

○ 5xx: 想定していない処理やタイムアウトがないか 



フェーズによって ew elic 使い分け(1ヶ月前 

● やるべきこと 負荷試験によるボトルネック調査 

● 主に利用した機能 
○ ransactions 

○ Go untime 

○ Cloud atch etrics 

● 高負荷時 アプリケーション全体 挙動を分析 
○ ransactionsで lowestや95percentileなどを指標に 

○ メモリリークや、放置されたgoroutine 存在 

○ GC Allocationによる断続的な性能劣化 



フェーズによって ew elic 使い分け(2週間前 

● やるべきこと 要求性能 達成 

● 主に利用した機能 
○ ransactions 

○ Cloud atch etrics 

● 全体を通した負荷試験で 安定パフォーマンス 
○ 10ms以上かかるA I 

○ 各ミドルウェアへ クエリや接続 数 

○ 書き込み系A Iで ock, ait 分布 



リリース準備編 

● フェーズによって ew elic 使い分け 

● 少人数でスピード感を落とさないために 

● パフォーマンス・チューニング/負荷対策 



少人数でスピード感を落とさないために 

早く行きたけれ 、 とりで行け。 

遠くまで行きたけれ 、みんなで行け。 
If you want to go fast, go alone. If you want to go far, go together.  



少人数でスピード感を落とさないために 

おっけ！ 

じゃあちょっと1人で行ってくる！ 



少人数でスピード感を落とさないために 

リリース日までに 

みんな現地集合で！ 



● それぞれがそれぞれ 最速で目的地に 

● 責務 明確な分解 

● 明確な目的 共有 

少人数でスピード感を落とさないために 



● コケないことが重要 

● Backend/Infra/ Eそれぞれが専任性を持って独立した

メンバー 

● コミュニケーションコストが最低限に抑えられた 

 

少人数でスピード感を落とさないために 



少人数でスピード感を落とさないために 

● 地盤 整った 

● 次 みんなで遠くへ行こう 



リリース準備編 

● フェーズによって ew elic 使い分け 

● 少人数でスピード感を落とさないために 

● パフォーマンス・チューニング/負荷対策 



● よくある突発的なスパイク 
○ 地上波連動や放送枠切れによる流入 

■ 1min後 さっきまで 10倍以上 リクエスト数 

■ 増える同時接続 

○ 某アイドル事務所タレント様出演番組 

○ リアルタイム配信番組終了時 
■ ユーザーが一斉にザッピング 

■ 同期 とれた数万〜数十万 ユーザーアクション 

 

パフォーマンス・チューニング/負荷対策 



パフォーマンス・チューニング/負荷対策 



● リリース前に Eがしっかり専任してくれた 
○ ew elicを見ておけ 一般的な指標 全部見れる 

○ 想定されるアクセスパターンにおける etrics 変化を事前に

認識する 

○ 負荷試験/対策に集中することができた 

パフォーマンス・チューニング/負荷対策 



アジェンダ 

● er 紹介 

● サービスリニューアルについて 

● リリース準備編 

● リリース後 改善 

● まとめ 



リリース後 改善 

● 横断的に可視化された etrics 恩恵 

● 定期的に実施するダッシュボード眺める会 

● 責務 分離による対応速度 担保 



横断的に可視化された etrics 恩恵 

● 安定稼働していることが遠目でわかる安心感 

 

 



横断的に可視化された etrics 恩恵 

● デバイスごと 実装による差異 検知 
○ デバイス種別をCustomAttributeに格納する 

○ リクエスト傾向やエラー傾向 把握 
■ i アプリだけ特定 ページで A Iリクエストが異常に多い 

◻ リスト表示内で要素ごとにA Iを呼 出していた 

◻ 30min足らずで原因特定→開発ベンダーへ 共有 

◻ 3日後 リリースに包含し、無事解消🎉 

 



横断的に可視化された etrics 恩恵 

● 開発当初想定されていないユーザーシナリオ 
○ 思った 3倍くらい検索機能が使われている！！ 

○ 思ったよりもxx 機能が使われてない！！ 

 

 

想定と運用 乖離するも  



● 過剰なリソースがすぐわかる 
○ リリース初期 安心を金で買っていた で潤沢なリソースを用

意していた 

○ コストインパクトを軸に順次リソース 最適化を行えた 
■ もちろんこれも可視化されている でダメな場合 検知も迅速 

横断的に可視化された etrics 恩恵 



● 昨日今日気になった指標をダッシュボードに追加 

● etrics 違和感に気づく嗅覚 訓練 

● 障害後やトラブル発生時 知見 集積 

定期的に実施するダッシュボード眺める会 



責務 分離による対応速度 担保 

● 正しく専任に任せる 
○ 中途半端に兼務していると、憶測や主観が入ってしまいがち 

○ 明確な責務 分離 
■ E 事実とログを渡すところに専念 



アジェンダ 

● er 紹介 

● サービスリニューアルについて 

● リリース準備編 

● リリース後 改善 

● まとめ 



まとめ 

● 1人で抱え込む よくない 

● 早くやるために 責務を明確に分解する必要がある 

● でもやっ りみんなで早く遠くへ行きたい！！ 

 



まとめ 

● 無事リリース＆安定運用が始まった🎉 

● ew elicを開発環境でも活用 
○ 開発時 バグトラッキング 

○ 課題管理と 連携 

○ Aチームによる ew elicで 事実共有 

● 開発組織 リファクタリングを始めていきます 
○ 今まで 担務を数人チームで担当 

○ 専任チームによるスループットを担保した開発組織 






